
入札の公告 
 

 

社会福祉法人 桜秀会会 

 

 次のとおり、一般競争入札（以下「入札」という。）を実施する。 

 

  令和 3 年 6 月 1 日 

 

社会福祉法人 桜秀会 

理事長  中元 秀昭 

 

１ 業務発注者 

  〒001-0040 札幌市北区北 40 条西 4 丁目 2番 7 号 札幌Ｎ40 ビル 6F   TEL（011）716-3987 

        社会福祉法人 桜秀会 理 事 長  中 元 秀 昭    FAX（011）708-8295 

 

2 入札に付する事項 

(1) 業務の名称 （仮称）満快のふる郷山の手 新築工事工事監理業務委託 

(2) 業務の場所 北海道札幌市西区山の手 3 条 11 丁目 19、20-1 

(3) 業務の期間 契約締結日の翌日から令和 4 年 8 月 31 日（水）まで 

(4) 業務の概要 入札説明書による 

 

3 入札に参加する者に必要な資格 

  入札参加希望者は単体企業であって、次の要件のいずれにも該当すること。 

(1) 地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の 4 の規定に該当しないものであること。 

(2) 令和３・４年度「札幌市競争入札参加資格名簿」の建築設計・監理資格者の格付等級が「Ａ」であること。 

(3) 札幌市競争入札参加停止等措置要領（平成 14 年 4 月 26 日財務局理事決裁）の規定に基づく参加停止の措置

を受けている期間中でないこと。 

(4) 会社更生法に基づく更生手続開始の申立て及び民事再生法に甚づく再生手続開始の申立てがなされている

者等経営状態が著しく不健全な者でないこと。 

(5) 札幌市暴力団の排除の推進に関する条例（平成２５年条例第６号。以下「条例」という。）に基づき、次に掲

げる者でないこと。 



  ア 役員等（申請者が個人である場合にはその者を、申請者が法人である場合にはその役員又はその支店若

しくは営業所（常時契約を締結する事務所をいう。）の代表者、申請者が団体である場合は代表者、理事等

をいう。以下同じ。）が暴力団員（条例第２条第２号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）であると認

められる者 

イ 暴力団（条例第２条第１号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又は暴力団員が経営に実質的に関与

していると認められる者 

ウ 役員等が自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって、

暴力団又は暴力団員を利用するなどしたと認められる者 

エ 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直接的あるいは積極

的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与していると認められる者 

オ 役員等が暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していると認められる者 

(6) 受託者の発行済株式総数の１００分の５０を超える株式を有し、又はその出資の総額の１００分の５０を超

える出資をしている者でないこと。 

(7) 代表権を有する役員が受託者の代表権を有する役員を兼ねていないこと。 

(8) 当法人の理事等と業者間に特別の利害関係（租税特別措置法施行令第２５条の１第６項第１号に規定する親

族等の関係にある者をいう。）がないこと 

(9) 入札の適正さが阻害されると認められる次に掲げる一定の資本関係又は人的関係にある者が同一入札に参

加していないこと（特定共同企業体の代表者以外の構成員である場合を除く。）。  

ア 資本関係 

（ア）親会社と子会社の関係にある場合  

（イ）親会社を同じくする子会社同士の関係にある場合  

イ 人的関係  

（ア）一方の会社の役員が、他方の会社の役員を現に兼ねている場合  

（イ）一方の会社の役員が、他方の会社の会社更生法第６７条第１項又は民事再生法第６４条第２項の 

規定により選任された管財人を現に兼ねている場合。 

(10) 札幌市内に契約締結権がある営業所（本店）を有していること。 

(11) 過去 1 0 年間に、国、都道府県、市町村又は社会福祉法人におけ る本工事と同種で、かつ、同規模以上と

認められる工事監理業務委託の受託実績 （業務が既に完了し、引渡しが済んでいるものに限る。）を有する

こと。なお、共同企業体として受託した実績は、当該共同企業体の構成員としての出資比率が 2 0 パーセン

ト以上の場合に限るものとする。同種で、かつ、同規模以上と認められる工事監理業務委託の受託実績は次

のとおりとする。 

・種  別  介護保険法に規定する介護老人福祉施設 

・構  造  鉄筋コンクリート造 

・延床面積     3,000 ㎡ 以 上 

(12) 監理者又は業務担当予定者は、 (11) に該当する業務の実施設計又は工事監理業務経験を有し、 (10) に規



定する営業所（本店）に勤務する者であって、かつ、申請者と 6 カ月以上の雇用関係があること。 

4  入札説明書等の交付に関する事項 

入札説明書及び制限付一般競争入札参加資格審査申請書用紙は、次のとおり交付する。 

⑴ 交付期間令和 3 年 6 月 1 日（火）から令和 3 年 6 月 15 日（火）まで （日曜日、土曜日及び国民の祝日に

関する法律 （昭和 23 年法律第 1 7 8 号）に規定する休日を除く。） 毎日午前 9 時から午後 5 時まで。 

ただし、インターネットによる場合、は令和 3 年 6 月 1 日（火））午前 9 時から令和 3 年 6月 15 日（火）

まで 午後 5 時まで（日曜日、土曜日及び国民の祝日に関する法律 （昭和 2 3 年法律第 1 7 8 号）に

規定する休日を含む。）とする。 

 

⑵ 交付場所 

北海道札幌市北区北 40 条西 4丁目 2 番 7 号 札幌 N40 ビル 6F 

社会福祉法人 桜秀会 

また、インターネットによる場合は、次のとおりとする。 

「社会福祉法人桜秀会ホームページ」（ https://peraichi.com/landing_pages/view/5r2hd ） 

⑶  交付方法 

直接交付又はインターネットによる交付とし、送付又はファクシミリでは行わない。 

 

⑷  費用 

無料とする。 

 

5 図面、仕様書等（以下、「設計図書等」という）の閲覧等 

(1)  入札参加希望者は、設計図書等を閲覧することができるほか、閲覧期間中、設計図書等を複写するこ

とができる。複写する場合は、未使用のＣＤ－Ｒ（ＵＳＢやＣＤ－ＲＷは不可）を持参すること。 

ア 閲覧期間 

令和３年６月 １日（火曜日）から令和３年６月１５日（火曜日）まで（日曜日、土曜日及び国民

の日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日を除く。）毎日午前９時から午後５

時まで 

イ 閲覧場所 

     札幌市北区北40条西4丁目2番7号 札幌Ｎ40ビル6F 

     社会福祉法人 桜秀会 法人本部 

(2)  設計図書等に関する質問は、書面を郵送（電子メール及びファクシミリ可）によるものとし、受付場

所へ提出すること。 

ア 受付期間 

令和３年６月 １日（火曜日）から令和３年６月１０日（木曜日）毎日午前９時から午後５時必着

（日曜日、土曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日を除

く。） 

イ 受付場所 

     札幌市北区北40条西4丁目2番7号 札幌Ｎ40ビル6F 

     社会福祉法人 桜秀会 法人本部 



     電子メール s-shoji@sakura-cs.com  ファクシミリ 011-708-8295  電話 011-716-3987 

(3)  質問に対する回答は、書面（電子メールまたはファクシミリ）によるものとし、令和３年６月１５日

（火曜日）１７時迄に、本工事の入札参加資格を有する全ての者に回答する。 

 

５ 一般競争入札参加資格確認申請書（以下「申請書」という｡）及び一般競争入札参加資格確認資料（以下「資

料」という｡）の提出期間及び提出方法 

この一般競争入札に参加を希望する者は、下記のとおり申請書及び資料を提出し、当法人による入札参加資

格の確認を受けなければならない。 

(1)  提出期間 

令和３年６月 １日（火曜日）から令和３年６月１０日（木曜日）まで（日曜日、土曜日及び国民の祝

日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日を除く。）毎日午前９時から午後５時ま

で 

(2)  提出方法 

    持参することとし、送付（電子メール及びファクシミリ含む）によるものは受け付けない。 

(3)  提出場所 

    札幌市北区北40条西4丁目2番7号 札幌Ｎ40ビル6F 

    社会福祉法人 桜秀会 法人本部 

 

６ 入札、開札の日時及び場所並びに入札書の提出方法 

(1)  入札場所 

    北海道札幌市中央区北２条西７丁目 

    北海道立道民活動センター（かでる２.７） ５１０会議室 

(2)  入札日時 

    令和３年７月２日（金曜日） 午後１４時００分 

(3)  開札場所 

    (1)に同じ 

(4)  開札日時 

    (2)に同じ 

 (5)  提出方法 

    (2)の日時に直接持参すること。 

 

７ その他 

(1)  入札保証金 

入札保証金は、免除する。ただし、入札に参加しようとする者が契約を締結しないこととなるおそれ

があると認めるときは、入札保証金又はこれに代える担保の納付を求めることがある。 

(2)  契約保証金 

    契約保証金は、契約金額が5,000万円未満の場合は免除する。契約金額が5,000万円以上の契約を締結す

る者は、契約金額の１００分の１０に相当する額以上の契約保証金を納付し、又はこれに代える国債、地



方債その他社会福祉法人桜秀会理事長が確実と認める担保を提供すること。ただし、次のいずれかに該当

する場合は、契約保証金の全部又は一部の納付を免除する。 

ア 保険会社との間に社会福祉法人桜秀会を被保険者とする履行保証保険契約を締結し、当該履行保証

保険証券を提出したとき。 

イ 保険会社、銀行、農林中央金庫その他社会福祉法人桜秀会理事長が指定する金融機関との間に工事

履行保証委託契約を締結し、社会福祉法人桜秀会を債権者とする公共工事履行保証証券を提出したと

き。 

(3)  入札の無効 

    本公告で示した入札参加資格のない者のした入札、入札に関する条件に違反した入札は無効とする。 

(4)  最低制限価格について  設定している。 

(5)  予定価格について    事後公表とする。 

(6)  理事長が必要と認めるときは、入札を延期、中止又は取り消すことがある。 

 (7)  初回の入札において、入札者が１者の場合であっても、入札を執行する。 

(8)  この入札の執行は、公開する。 

 (9)  詳細は入札説明書による。 

 

 

 


